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1. まえがき 

ホログラムメモリのさらなる大容量化を目的として，

球面波を用いたシフト多重記録方式 １ ）および

Peristrophic多重２）を併用した記録方式を検討した．本

稿では，特に記録再生実験によってシフト多重記録と

Peristrophic多重記録を併用した場合の回転角度選択性，

および回転角度選択性の NA 依存性について評価した

結果を報告する． 

2. 記録再生実験系の構成 

記録再生実験においては中心波長が 405nm の青色レ

ーザを用いている．また，膜厚 1.5mmのフォトポリマ

ー媒体を使用した．図 1に本実験で用いた実験系を示

す．実験の手順としては，媒体トラック方向に 50µm

シフトで 30 多重記録を行ったのち，同一箇所で

Peristrophic多重記録を行い，それぞれの回転角度にお

けるクロストーク特性を測定した． 

図 1. 実験系 

3. 実験結果 

図2に回転角度を10度傾けた時の各ホログラムの再生

光量を示す．このときの対物レンズの NA は 0.4 であ

り，10度傾けることで前のホログラムがほぼ完全に消

えることを表している． 

図 3 に回転選択性の NA 依存性を示す．対物レンズの

各 NA(0.1, 0.25, 0.4, 0.6)において回転角度を 50[deg]ま

で徐々に変化させてそれぞれの回転角度における再生

光量を測定した．媒体面の記録時のレーザーパワーは

3mw，ホログラムサイズはおよそ 0.5mmであり，記録

時間は各ホログラム 0.1 秒である．参照光を低 NA に

するほど，つまり平面波に近づけるほど選択性は向上

した． 

 

 

 

対物レンズの NA を下げるほど選択性は向上するが，

シフト多重記録における選択性は劣ってしまう．その 

ため高密度化のための NA および回転角度の最適化を

図る必要がある．  

図 2. 回転角度 10[deg]における多重記録特性 

 

図 3. 回転角度および NA依存性 

4. まとめ 

本稿では，シフト多重記録と Peristrophic 多重記録を併

用した記録方式を検討した．具体的には回転角度選択

性と NA 依存性について高密度の観点から特性評価を

行った．その結果，本方式により更なる高密度記録を

実現できる事が確認された． 
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